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「はすみん」です。

６

 「小さな拠点づくり」モデル事業も３年目に入りました！
一昨年度の意見交換寄合（ワークショップ）で取りま
とめた「村づくり」計画の方針に沿って、コロナにも
負けず、あすな地区応援隊、口羽をてごぉする会を実
践ループとして、コツコツと活動実践を進めています。

 「小さな拠点づくり」って何？
あらためて、「何をするの？」って思われる方もいる
かもしれません。島根県の進める「小さな拠点づくり」
とは…人口が減少し、高齢化が進んでも、

「みんなが、安心して暮らし続けていく」ために必要な、
　①生活機能（買物や交通など）を維持すること
　②集落活動や自治会運営、近所での見守りや助け合い
　③誰もがイキイキと楽しく暮らしていくこと
これらを維持していくための事務局や活動を続けていく地域運営の仕組みづくりです。
はすみ地域では、阿須那地区と口羽地区のそれぞれに、「あすな地区応援隊」、「口羽をてごぉする会」、
小さな拠点づくりの考え方の中では「地域運営組織」と呼ばれる団体があります。さらに、デマンド交
通を運営している「NPO 法人　はすみ振興会」という組織もあり２つの地域が連携して活動している
という点で、県内でも「小さな拠点づくり」のトップランナーとして評価されています。

（※同封した、「小さな拠点づくり事例集：島根県」をご覧ください）

 これからの「はすみ地域での取り組みのポイントは？！
　１| 高齢者の生活支援活動やサロン運営が継続していけるような運営体制の強化

　２| デマンド交通の充実、地域外へも気軽に行けるような交通手段の研究

　３| 出身者や応援してくれる関係人口としっかりつながるインターネットでの拠点づくり

　４| 子どもや若者も楽しめる「集いの場」づくり、地域の活動に参加したくなる雰囲気づくり

　５| 地域の農地や里山資源を守り活用していく仕組みづくりと鳥獣害対策

　６| 人が少なくなっても、少ないなりに持続可能な自治会運営や集落活動などの方法の検討

歩みは止めず、ゆっくりじっくり取り組んでいます。
今回は、進捗報告しながら、改めて、みんなで目指す方向性を確認してみましょう！

- 1 -

＜はすみ会議＞

コツコツがんばって
ます

LINEなどの活用とホームページ作成



コロナ禍でなかなかペースが作れない中でも、コツコツ頑張ってきました！

     あすな地区応援隊
　　  「高齢者の生活支援活動」を始めています！
事務局運営は「ちくせん」の事業資金を使いながら、
みんなで作った「はすみの村づくり計画」の課題
解決に向けた活動を基本に、活動しています。
　●生活部会：高齢者の生活支援活動
　●産業部会：農地直払制度の事務局を広域的に
　　　　　　　事務局を統合化
　●交流部会：軍原キャンプ場整備
を中心に取り組みを進め、この度は、生活支援メ
ニューも含めた応援隊のパンフレットも作成し、
阿須那地区の皆さんには全個配布します。
中山間直払の広域化に挑み、「阿須那地区広域協定」
を設立しました。多様な取り組みを進めていくた
めの財源確保に繋げられる大きな成果です。
応援隊主催ではないですが、「次日祭」にあわせて、
子どもから大人、お年寄リも一緒になって楽しめ
る「ほこてん じのひ」が開催され、大盛況。みん
ながお互いに元気をもらい合いました。

 
          口羽をてごぉする会

鯉の “よぼしば・口羽の総合事務所” で「さんもく会議」やってます。
口羽をてごぉする会では、小さな拠点ワーキング
会議、口羽地区振興協議会、支え合い会議と合同
の企画会議を「毎月第３木曜日」に開催しています。

●「暮らしのターミナル」は、前回の瓦版に掲載
した内容を町へ「住民案の進捗」として報告し
ました。整備事業は町の直営ですが、今後、町
からの回答を受け、しっかりと公民館の充実化
を基本に検討し、住民案を提案していきます。

　●「花桃の里・川角集落」の花桃の木の下草刈り
をしました、阿須那地区や役場からの応援もあ
り、活動に一体感がありました。

　●また、土日や祝日、春休みの子どもの居場所づ
くりを目的に、事務所の一角を開放し、自由参
加の「自習室」を運営しました。夏休み中も解
放しています。ぜひ来てください！

　●高齢者の生活支援においては、サロンに参加す
ることが難しい方々へ支援や、相談窓口の一本
化に向けて何ができるか議論しています。
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花 桃 の 里 ・ 川 角 集 落 の 草 刈 り 支 援

神 谷 集 落 棚 田 オ ー ナ ー の 田 植 え 体 験 支 援

パ ン フ レ ッ ト

元 気 い っ ぱ い ・ 笑 顔 い っ ぱ い 「 ほ こ て ん  じ の ひ 」
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　　NPOはすみ振興会としての　2022年度の取り組みと2023年度へむけて…　
　　  これからも、「助け合い・支え合い」の気持ちを大切に！
デマンド交通をはじめ、この「小さな拠点づくり推進モデル事業」の各種実績報告も行いました。
振興会の「小さな拠点づくり」に向けた、昨年度の活動は、下記の内容を、町からの委託事業として活
動や調査、おためし実験のデータ収集などをおこないました。

　①あすな地区応援隊、口羽をてごぉする会の会議進行の支援
　　みんなで集まることはできませんでしたが、両地区の連携と役割分担を今後も推進していきます！
　②口羽地区のターミナル構想の住民案づくり、役場との協議
　　役場の回答を受け、住民案をとりまとめますが、具体的な設計は町の事業・担当になります。
　③人口減少に対応した自治機能の再編にむけた企画検討
　　各自治会の事務局の方々や若い世代で役を担っている方々を集めた座談会を行います。
　④「はすみしんぶん」の発行（３回）、ラインなどのスマホを使った情報発信
　　引き続き、継続します。新聞はもちろん！地域のイベントや、協力のお願い、
　　地域の季節の情報などをお送りします。お気軽に、ラインの登録をお願いします。
　⑤「はすみ総合ホームページ」の設計
　　事務局には、「花桃の開花状況」や「次日祭はあるの？」、「蛍は飛んでいるか？」、「宿泊の相談」など、
      いろいろな問い合わせが頻繁にあります。地域外の方々にもっと気軽に「はすみ」の情報を知って
      もらえるようなホームページ、地域のみなさんの参加型ホームページの制作をはじめます。
　⑥高齢者サロンでの買物場所の実態調査
　　食料品や電化製品はほとんどの方が地域内で購入されている様子です。
　　地域にお店のない衣料品や雑貨、肥料、苗は地域外に出られたついでに購入されているようです。
　　この調査から、買物代行の支援や、地域外にも行けるデマンド交通の需要が感じられました。
　⑦「お困りごと相談窓口」の一本化に向けた話し合いや既存窓口のリスト化
　　庁内の公的支援や相談窓口の情報を収集し、リスト化しました。その中で「はすみ」で使いやすい
　　サービスをの整理をしていきます。町でも「地域包括ケアセンター」がありますが、その出張所の
　　ような窓口が阿須那にも口羽にも、それぞれ連携しながら、つくっていきたいと思います。

改めて、お願いします。
「はすみデマンド」をもっと、気軽に利用していただきたい！
だからこそ、手順をもう一度確認してください。

ご予約は前日までにお電話下さい。
平日の午後１時～４時  の間にお願いします。
～午後４時から翌日の運転手の手配を開始するためにご協力ください～

　　　　　　阿須那地区は、　87-0002　はすみ振興会事務所へ
　　　　　　　口羽地区は、　87-0501　てごぉする会事務所へ
送迎の範囲は羽須美地域全域です。送迎できる時間は8時～19：00です。
※阿須那と口羽をまたいでの移動もできます。
※病院だけでなく、買物、金融機関、美容院や公民館活動、
　バス停までの乗り継ぎなど、用事や理由に制限はありません。
※利用会員登録をした同居世帯の家族のみなさんがご利用いただけます。

地域に寄り添う交通を。

たすけあいのサービスを。



★

解決したい課題

振り返ってみよう！みんなで取り組む村づくり進捗状況　（ 2022年 7月現在）

課題解決に向けた取組みの方針 ５年後に目標とする成果

安心な暮らしの実現

楽しい暮らしの実現

つながりを大切にする

充実した子育て環境をつくる

資源を活かす

助け合う仕組みをつくる. 集落や自治会を超えて助け合う体制づくり自治機能の再編

地域資源の維持

次世代の担い手

暮らしの拠り所

高齢者の支援

生活機能の維持

生きがい

づくり

集いの場
づくり

人材の確保

. 美しい里山景観や農地を守り活用する仕組みづくり

. 若い世代も楽しく暮らし、
地域活動へも参加しやすい環境・雰囲気づくり

みんなで取り組む「はすみの村づくり」計画 2020

■ 自分で運転しなくても気軽に地域外まで行ける交通手段
の充実（三次、矢上などへも行ける）

■ 高齢者サロンや集いの場に合わせた買い物の場づくり
　　（移動販売、通信販売の代行、青空市場など）
■ 高齢者福祉関連の相談窓口の一本化、生活支援から施設
入居まで総合的な仕組みづくり

■ 子どもを地域みんなで見守り、育てる体制づくり
　　（子守り支援や子育て世代の集いの場など）
■ 子育て世代や地域外の人も楽しみながら参加しやすい自
治活動の再編

■ 里山景観を維持するための草刈り協力隊の結成
　　（鳥獣害、防災対策含めて）
■ 「追い払う」、「柵で囲い込む」、「共同菜園」など
あらゆる方法の鳥獣害対策の研究と試行実験

■ 農地の集積化、農業事務の一本化、作り続けられる農
業、儲かる農業へのチャレンジの推進

■ 棚田の都市交流の取り組みの支援と、里山体験プログ
ラム開発の推進

■ 支障木等を燃料としたボイラーやストーブの普及と発
電、堆肥活用などの研究

■ 集落や自治会等の役の負担を減らすための、部会や行
事、出役作業の仕組みの見直し

■ 「次日祭」や「楽打」、「神楽」などの伝統的なお祭
りや、芸能を次世代につなぐ体制づくり

■ いつも誰かが居て気軽に立ち寄れ、おしゃべりできる「
集いの場」づくり

■ 困ったときに気軽に相談できる事務局（窓口）と、困り
ごとの解決を応援するグループの設立

■ 住民主体のサロンの充実（暮らしの保健室、高齢者サロ
ン、子育てサロンなど）

■ お年寄りも安心して暮らし続けられる「終の住処」とし
て、まちなかの共同生活の場づくり

□   日常の移動に困る地域住民：０人
□   日常の買物に困る地域住民：０人
□   買い物御用聞きシステムの構築
□   福祉関連事業窓口の一本化

□   集いの場を常設:事務局3人×2地区
□   公民館を委託されるくらいの事務局体  
     制の確立（NPOはすみ振興会）
□   元気で健康な高齢者・楽しく暮らすは 
     すみ人口100% 
□   むらの保健室、各種サロンの定期開催 
□   暮らし応援隊：スタッフ登録50人

■ 出身者や同窓生、地域外の応援者の名簿を作り、羽須美
地域に関わりのある人とつながる体制づくり

■ 出身者が帰りたくなる、移住者が住んでみたくなるよう
な住まい、仕事、遊びの環境づくり

■ 住民が協力した手作り方式の空き家活用の仕組みづくり
■ 既存の交流施設の活用（はすみ交流センター、軍原キャ
ンプ場、各地区公民館など）

■ 地域の資源や活動などの魅力・情報の発信体制の強化
　　（”はすみしんぶん”やインターネット）

□   出身者・関係人口リスト：登録1000人
□   毎年、２組の移住者受入状態を作る
　　（仕事、子育て、住まい、楽しみ）
□   手作り方式の空き家活用システムの
     確立：10事例
□   交流センター利活用提案と整備
　　（終の住処やお試し住宅利用など）
□   軍原キャンプ場の活用：10企画／年
□   羽須美まるごと楽しみホームページの開設

□   若者・子育て世代の実働チーム結成
□   押しつけでない「青年部」：30人
□   養老共生子育て支援プログラムの立案  
     と学び場・育ち場づくり

□   景観保全草刈り隊：登録　各地区10名
□   獣害被害件数を50%低減
□   田舎遊び企画次世代（平成生）
     オペレータ５人育成
□   農業事務の一元化：各種助成制度
     参加率80%
□   羽須美のふるさと米販売２０t/年（現２t）
□   地域の交流施設に木質燃料ストーブ
     設置：５台

□   自治会で議論する場を年１回以上開催
□   出役人数、回数を50%軽減
       （部会の統合など）

. 出身者をとしっかりつながって、
　　　　　　　　　　UI ターンを増やす仕組みづくり

. 誰もが楽しく暮らせる「集いの場」づくり

. いつまでも安心して暮らし続けられる環境づくり
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研究中

協議中

協議中

協議中

現
状

検討中

検討中

研究中
研究中

研究中

研究中

実践中

実践中

実践中

実践中

実践中

実践中

実践中

実践中

実践中
実践中

実践中


